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第８号様式（第９条関係） 

武蔵野市子ども文化・スポーツ・体験活動団体支援事業費補助金事業実績報告書 

  武蔵野市長 殿 

  武蔵野市子ども文化・スポーツ・体験活動団体支援事業費補助金の交付決定を受けた事業
について、武蔵野市子ども文化・スポーツ・体験活動団体支援事業費補助金交付要綱第９条
の規定により、添付書類を添えて、下記のとおり報告します。 

  記 

報告年月日  令和７年 12 月 23 日 

団体名 武蔵野市サッカー協会 

代表者の肩書及び氏名 理事長 戸谷 仁 

事業名称 
武蔵野市サッカー協会創立 40 周年記念イベント 

「岩渕真奈 CUP 武蔵野なでしこサッカー大会」 

事業目的  ２頁参照 

事業対象 

※主な対象者、定員等を記入
すること。 

 ２頁参照 

実施日時 

※日時、時期、期間、時間、
回数等を記入すること。 

令和７年 11 月２日 ９：00～18：30 

実施場所 

※施設、会場、地域等を記入
すること。 

武蔵野陸上競技場 

参加者から徴収した費
用等 

※金額、単位（人・組・回）
等を記入すること。 

なし 

事業内容 

※テーマ、形態（教室・講 

座・講演会等）、講師・指導 

者等がいる場合はその氏名、
略歴等を含めて具体的に記入
すること。 

 ２頁参照 

募集、広報 

※事前申込みの有無、申込方
法（ハガキ・電話等）、ちら 

し・ポスター・ダイレクト 

メール等の配付枚数及び配付
場所、時期等を具体的に記入
すること。 

 ２頁参照 

成果、効果 

※参加者、実施団体、市等への
効果等を記入すること。 

 ３頁参照 

 注 

  １ 本様式に書き切れない場合は、別紙（Ａ４サイズ、様式自由）を作成し、添付してください。 

  ２ ちらし、当日の資料等があれば添付してください。 

 添付書類 

  １ 武蔵野市子ども文化・スポーツ・体験活動団体支援事業費補助金事業決算書（第９号様式） 

  ２ 補助事業に係る領収書等 

  ３ その他市長が必要と認める書類 
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事業目的  令和７年度に武蔵野市サッカー協会創立40周年を迎えるにあたり、地域

の女子サッカーを活性化する 

 女子サッカーの普及に取り組んでいる武蔵野市出身の岩渕真奈さん率

いるフレンドリーチームを招聘することで、地域の女子サッカーチーム

に非日常的なトップチームとの交流戦の機会を創出する 

 小学生を対象とした、トッププレイヤーによるサッカークリニックを開

催し、未来の世代の夢と希望につなげる 

事業対象  岩渕真奈サッカークリニック 

小学１年生～３年生の男女（未経験可） 

募集 150 名のところ 208 名の申し込みがあり全員受付 

インフルエンザ等による欠席が７名 

当日の参加希望が２名あり、受付 

１年生男子 51 名・女子 16 名 

２年生男子 72 名・女子８名 

３年生男子 46 名・女子 10 名 合計 203 名 

 岩渕真奈ＣＵＰ武蔵野なでしこサッカー大会 

武蔵野市で活動する女子ジュニアユースチーム３チーム 60 名と岩渕真奈

フレンズ 20 名 

 創立４０周年記念レセプション 

日頃より弊協会の活動にご理解とご支援をいただいている関係者 

事業内容  岩渕真奈サッカークリニック 

基礎トレーニング・基礎テクニック反復・ミニゲーム 

（トレーニング内容は東京都少年サッカー連盟第９ブロック技術指導部

資料を参考とした 別添①参照） 

 岩渕真奈ＣＵＰ武蔵野なでしこサッカー大会 

女子ジュニアユースチーム３チームと岩渕真奈フレンズによる総当たり

リーグ戦 

（大会要項および結果は別添②参照） 

 創立４０周年記念レセプション 

関係者をお招きした交流 

募集、広報  事前申込 

有 

 申込方法  

① 申込フォーム（チラシ・ポスター掲載）からの申し込み 

② 武蔵野市サッカー協会事務局へのメール申し込み 

③ 武蔵野市サッカー協会事務局長への電話申し込み 

 広報 

10/30 むさしのＦＭ出演 （チラシ等配布先は別添③参照） 
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成果・効果  様々なことにチャレンジを始める小学生年代にとって、地元武蔵野市から

世界に羽ばたいた選手が目の前に現れることは、夢や目標は実現できると

いう実感を得る機会となりました。 

また、声をかけていただきながらトレーニングすることは、具体的に何を

すれば良いのか考える端緒となりました。 

 試合前のミーティングではトッププレイヤーから直接、戦術についてコー

チングを受け、試合では同じピッチレベルに立ち、チームメイトとしてコ

ミュニケーションを取り、対戦相手として対峙しながら世界レベルを体感

することが出来ました。 

 小学生・中学生年代の未経験者とプレイヤーにとって、得難い機会となり

彼らの自信と今後のチャレンジ精神を醸成する機会となりました。 


